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内科

午前

原　直彦 （呼吸）

有山　巌 （総診）

林　靖生 （循環）

杉本理恵 （消化）

金山兼司 （消化）

今村美菜子 （糖尿）

上田良輝 （感染）

澤山泰典 （総診）

平　祐二 （循環）

酒井健二 （消化）

上村智彦 （血液）

川口達夫 （健診）

原　直彦 （呼吸）

澤山泰典 （総診）

蓑田俊二 （消化）

田中絵里子 （循環）

上田良輝 （感染）

今村美菜子 （糖尿）

林　真 （血液）
有山　巌 （総診） 
奥村雄三 （感染）
原　直彦 （呼吸）
板谷良一 （循環）
西嶌慎二 （消化）
非常勤 （１）

田中絵里子 （循環）

大田黒　滋 （総診）

平　祐二 （循環）

奥村雄三 （感染）

金子由美 （呼吸）

福元　仁 （消化）

交替

蓑田俊二 （消化）

弘永　潔 （循環）
午後
上田良輝 （感染）

寺田憲司 （香椎）

林　真 （血液）

弘永　潔 （循環）

柏木　稔 （腎臓）

奥村雄三 （感染）

板谷良一 （循環）

柏木　稔 （腎臓）

杉本理恵 （消化）

非常勤 （１）

原　直彦 （呼吸）

今村美菜子 （糖尿）

金山兼司 （消化）

非常勤 （１）

林　靖生 （循環）

林　真 （血液）

上村智彦 （血液）

非常勤 （１）

―

外科
午前

午前

午前

午前

午前

午前

午前

江口　徹

北田秀久

廣田伊千夫

当間宏樹

江口　徹

田邊麗子

成富義幸

植木理夫

廣田伊千夫

北田秀久

午後

午後

午後

午後

午後

廣田伊千夫

植木理夫 当間宏樹

江口　徹

田邊麗子 ―

原三信病院　外来診療担当医 （平成14年11月1日現在）

診療科 時間 月 火 水 木 金 土

整形外科

高畠一雄

出口伸治
酒井健次

宮本敬士

出口伸治
高畠一雄

宮本敬士

出口伸治
交替

交替

酒井健次

（出口伸治）
宮本敬士

高畠一雄

（出口伸治）
酒井健次 九大 ―

脳神経外科 町　多賀雄 町　多賀雄 町　多賀雄 ―

泌尿器科

山口秋人

小松　潔

中尾孝子

交替

武井実根雄

野間秀哉

宮崎　薫

相島真奈美

山口秋人

小松　潔

上領頼之

交替

小松　潔

宮崎　薫

北城守文

峯田かおり

武井実根雄

北城守文

志賀健一郎

交替

交替

野間秀哉

峯田かおり

上領頼之

北城守文

中尾孝子

武井実根雄（ED）

小松　潔（MI）

武井実根雄

相島真奈美

交替

野間秀哉

非常勤（２）

宮崎　薫

小松　潔（MI）

非常勤（２）

―

産婦人科

山名寛孝

舟越邦明

永田　治（不妊）

舟越邦明

山名寛孝

永田　治（不妊）

山名寛孝

舟越邦明

永田　治（不妊）

山名寛孝

舟越邦明

永田　治（不妊）

舟越邦明

山名寛孝

永田　治（不妊）

交替

交替

九大

九大 九大
交替

永田　治（不妊）
九大 ―

歯科
田籠祥子 田籠祥子 田籠祥子 田籠祥子 田籠祥子

田籠祥子 田籠祥子 田籠祥子 田籠祥子
―

※歯科へ問合せ

健康管理
センター

川口達大

宮城康子

非常勤

原　直彦

中村清子

宮城康子

川口達大

中村清子

宮城康子

川口達大

中村清子

非常勤

川口達大

中村清子

宮城康子

非常勤

午後
(1泊)

原　直彦

宮城康子

原　直彦

宮城康子

川口達大

中村清子

川口達大

中村清子
非常勤

※下線:新患担当　（総診）:総合診療科（感染）:感染症免疫（健診）:健康管理センター（ED）:性機能障害専門外来（MI）:不妊外来（数字）:人数

原 三 信 病 院
救急指定　開放型病院

福岡市博多区大博町1-8

ＴＥＬ ■ 092(291)3434
ＦＡＸ ■ 092(291)3424
URL ■ http://www.harasanshin.or.jp
Eメール ■ webmaster@harasanshin.or.jp

診療時間

診療科目

月～金曜日 9:00～13:00 14:00～17:00

土曜日 9:00～13:00
※日・祝祭日はお休みです。但し、急患は、救急外来にて診察いたします。

総合診療科・循環器科・消化器科・呼吸器科・感染症免疫科・
糖尿病科・血液内科・腎臓内科・外科・整形外科・脳神経外科・
泌尿器科・産婦人科・放射線科・麻酔科・臨床病理科・歯科・人間ドック

原三信病院 広報誌 September 2002 NO.原三信病院 広報誌 September 2002 NO.
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院
長
　
平
　
祐
二

病
院
理
念

病
人
の
た
め
の
病
院
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�

　
原
三
信
病
院
は
明
治
十
二
年
六
月
十
二
日
に

十
二
代
原
三
信
に
よ
っ
て
当
地
に
病
院
を
開
設

し
て
以
来
、
百
二
十
二
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
の
間
、
常
に
地
域
に
密
着
し
た
民
間
病
院
と

し
て
、
「
病
人
の
た
め
の
病
院
」
を
理
念
に

医
療
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
年
月
、
原
三
信
病
院
が
継
続
で
き
て
い
る

の
は
、
患
者
様
各
位
の
ご
理
解
と
ご
厚
情
の
賜

で
あ
る
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
二
十
一
世
紀
を
迎
え
、
種
々
の
情
報

公
開
が
進
ん
で
い
ま
す
。
原
三
信
病
院
と
し
て

も
、
当
院
の
持
つ
機
能
や
特
色
に
つ
い
て
の

情
報
や
、
手
術
・
治
療
な
ど
の
成
績
な
ど
に
つ

い
て
、
で
き
る
だ
け
正
確
に
公
開
し
た
い
と
考

え
病
院
広
報
誌
を
発
刊
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。
皆
様
の
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

　
原
三
信
病
院
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
公
的

医
療
機
関
と
は
一
味
違
っ
た
小
回
り
の
き
く
、

地
域
に
密
着
し
た
病
院
と
し
て
、
そ
の
役
割
を

果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

　
皆
様
か
ら
の
御
指
導
御
鞭
撻
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

作品：写真部提供（田中満行「ひまわり」）

交替



　
最
近
「
医
療
連
携
」
と
い
う
言
葉
を
見
聞

き
す
る
機
会
が
増
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
医
療
連
携
と
は
細
分
化
さ
れ
た
医
療
機

関
（
病
院
・
医
院
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
介
護
保

険
施
設
等
）
に
お
い
て
患
者
様
を
中
心
に
考

え
、
患
者
様
が
よ
り
よ
い
医
療
を
よ
り
よ
い

環
境
で
円
滑
に
安
心
し
て
受
け
て
頂
け
る
よ

う
に
各
医
療
機
関
を
つ
な
ぐ
こ
と
を
言
い
ま

す
。
こ
の
　
つ
な
ぐ
　
と
い
う
パ
イ
プ
役
を

医
療
連
携
室
は
担
っ
て
い
ま
す
。

　
医
療
連
携
室
は
平
成
十
一
年
七
月
に
新
設

さ
れ
た
ま
だ
新
し
い
部
署
で
、
現
在
診
療
部

の
原
副
院
長
、
事
務
次
長
の
大
谷
、
衛
藤
、

小
柳
（
医
療
相
談
課
兼
務
）
・
北
尾
（
同
）

の
五
名
で
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
主
な

業
務
は
①
紹
介
患
者
様
の
登
録
、
紹
介
元
へ

の
報
告
書
確
認
②
紹
介
患
者
様
の
受
診
・
受

療
援
助
③
周
辺
医
療
機
関
に
対
す
る
当
院
の

各
種
案
内
④
当
院
患
者
様
の
他
院
へ
の
紹
介

⑤
周
辺
医
療
機
関
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
窓
口

⑥
開
放
型
登
録
医
の
先
生
方
の
窓
口
等
で
す
。

　
医
療
連
携
室
は
九
月
か
ら
一
階
の
正
面
玄

関
よ
り
入
っ
て
正
面
の
一
番
目
立
つ
場
所
に

移
動
し
、
更
に
患
者
様
と
も
接
し
や
す
く
な

り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
今
後
も
地
域

の
医
療
機
関
と
の
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
、
患
者

様
に
よ
り
よ
い
医
療
を
提
供
で
き
る
環
境
作

り
を
目
標
と
し
て
日
々
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

�

　
医
療
連
携
や
医
療
相
談
等
で
お
問
い
合
わ

せ
の
あ
る
と
き
は
医
療
連
携
室
ま
で
お
気
軽

に
お
声
を
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

　
薬
を
決
め
ら
れ
た
時
間
に
飲
む
こ
と
に
は

理
由
が
あ
り
ま
す
。
薬
を
飲
む
間
隔
を
開
け

ず
に
飲
む
と
、
血
中
濃
度
が
必
要
以
上
に
高

く
な
り
、
ま
た
間
隔
を
開
け
過
ぎ
る
と
血
中

濃
度
が
低
く
な
り
持
続
的
な
十
分
な
効
果
が

期
待
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
治
療
に
必
要
な

血
中
濃
度
を
保
つ
た
め
に
は
決
め
ら
れ
た
時

間
に
決
め
ら
れ
た
量
を
飲
む
こ
と
が
必
要
な

の
で
す
。

　
薬
を
水
な
し
で
飲
む
と
、
薬
が
食
道
に
引

っ
か
か
り
粘
膜
を
荒
ら
し
、
炎
症
を
起
こ
し

た
り
、
潰
瘍
が
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

胃
の
中
で
薬
が
速
や
か
に
溶
け
る
た
め
に
も

水
分
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
ぬ
る
め
の
白
湯

で
飲
む
と
、
胃
の
温
度
を
下
げ
な
い
の
で
胃

の
活
動
が
妨
げ
ら
れ
ず
、
吸
収
が
早
く
な
り

ま
す
。

　
最
近
で
は
水
な
し
で
飲
む
こ
と
の
で
き
る

薬
も
あ
り
ま
す
。

食
　
前

食
事
を
と
る
二
〇
〜
三
〇
分
前

食
　
後

食
事
の
後
三
〇
分
く
ら
い
の
間

食
直
後

食
事
が
終
わ
っ
た
ら
す
ぐ
に

○
時
間
毎
に

食
事
に
関
係
な
く
一
定
の
間
隔
で

頓
　
服

疼
痛
時
、
不
眠
時
な
ど
必
要
に
応
じ
て

�

本
日
は
、
虚
血
性
心
臓
病
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

心
臓
に
は
、
冠
動
脈
と
言
う
心
臓
自
体
に
血
液
を
送

る
血
管
が
あ
り
ま
す
。
虚
血
性
心
臓
病
は
、
狭
心
症

や
心
筋
梗
塞
に
代
表
さ
れ
、
こ
の
冠
動
脈
が
狭
く
な

っ
た
り
、
閉
塞
し
た
り
す
る
病
気
で
す
。
狭
心
症
の

場
合
、
労
作
時
に
起
こ
る
も
の
と
、
安
静
時
に
起
こ

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
前
者
を
労
作
性
狭
心
症
と
言

い
、
後
者
を
安
静
時
狭
心
症
と
言
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
特
に
労
作
性
狭
心
症
の
場
合
に
つ
い
て
、

お
話
し
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、
ど
う
い
う
方
が
、
な
り

や
す
い
か
と
言
え
ば
、
ご
家
族
で
虚
血
性
心
臓
病
の

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
方（
家
族
歴
）、
高
血
圧
、
糖
尿

病
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
高
い
方
、
喫
煙
者
な
ど
で
、

冠
危
険
因
子
と
言
い
ま
す
。
こ
の
冠
危
険
因
子
を
持

つ
方
は
、
動
脈
硬
化（
図
１
）が
起
こ
り
や
す
く
、

こ
の
た
め
、
冠
動
脈
が
狭
く
な
り
や
す
い
の
で
す
。

主
な
症
状
と
し
て
は
、
布
団
の
上
げ
下
げ
、
坂
道
や

階
段
を
上
っ
た
時
、
重
い
荷
物
を
持
っ
た
時
な
ど
に
、

胸
が
圧
迫
す
る
よ
う
な
感
じ
、
胸
が
重
い
感
じ
、
胸

が
締
め
付
け
る
よ
う
な
感
じ
が
あ
り
ま
す
。
時
に
は
、

左
の
背
中
や
、
肩
の
方
へ
痛
み
が
放
散
し
た
り
、
中

に
は
、
あ
ご
が
締
め
付
け
た
り
、
歯
が
浮
い
た
り
す

る
よ
う
な
感
じ
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

図1

図2

こ
れ
ら
の
症
状

は
、
じ
っ
と
安

静
に
す
る
と
速

や
か
に
お
さ
ま

っ
て
き
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
症

状
が
、
あ
り
ま

し
た
ら
、
循
環

器
科
の
あ
る
ク

リ
ニ
ッ
ク
ま
た

は
、
病
院
に
受

診
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

ま
た
、
胸
が
痛
く

な
り
、
冷
や
汗
が

出
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
一
刻

も
早
く
、
病
院
を

受
診
さ
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

逆
に
閉
経
前
の
女

性
の
方
や
、
40
歳
以
下
で
冠
動
脈
危
険
因
子
の
無
い

方
は
、
一
般
に
、
動
脈
硬
化
は
そ
れ
程
心
配
し
な
く

て
良
い
方
が
多
い
で
す
。
運
動
負
荷
直
後
の
心
電
図

が
非
常
に
有
効
な
検
査
で
、
一
般
の
健
康
診
断
で
行

わ
れ
て
い
る
安
静
時
の
心
電
図
で
は
、
診
断
が
つ
か

な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

こ
の
、
運
動
負
荷
テ
ス
ト
の
精
度
を
さ
ら
に
向
上
さ

せ
た
も
の
と
し
て
、
心
筋
シ
ン
チ
グ
ラ
ム
（
Ｒ
I

検

査
）が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
検
査
で
、
狭
心
症
の

診
断
が
つ
い
た
場
合
、
次
は
、
ご
自
身
に
最
も
適
切

な
治
療
方
法
を
決
め
る
上
で
、
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検

査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
冠
動
脈
造
影（
図
2

）を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
冠
動
脈
の
ど
の
部
位
に
ど
れ
だ

け
の
狭
窄
が
あ
る
か
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

薬
物
療
法
、
経
皮
的
冠
動
脈
形
成
術
、
冠
動
脈
バ
イ

パ
ス
術
の
ど
れ
が
良
い
か
、
各
個
人
に
最
も
適
し
た

治
療
を
選
択
で
き
ま
す
。

　
当
院
で
は
、
こ
の
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
の

約
70
％
は
、
手
首
の
動
脈（
橈
骨
動
脈
）か
ら
行
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
日
帰
り
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

造
影
剤
を
使
用
し
ま
す
の
で
、
日
帰
り
で
行
う
場
合
、

腎
機
能
が
正
常
な
患
者
さ
ん
を
対
象
に
行
っ
て
お
り

ま
す
。

��      �

総
合
診
療
科
　
澤
山
　
泰
典

● 当院は、救急指定病院です。急患の患者様は救急外来にて24時間診察を
　 行っています。
● 当院では医療機関の機能分担と地域連携を推進しています。
�　従いまして、現在他の医療機関に受診中の方は紹介状をご持参下さいます
　�ようご協力お願いします。
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職
場
紹
介
コ
ー
ナ
ー

職
場
紹
介
コ
ー
ナ
ー

医
療
連
携
室 

編

薬
の
マ
メ
知
識

薬
の
マ
メ
知
識

「
薬
を
飲
む
時
間
」
の
ワ
ケ

日
帰
り
手
術

　
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

日
帰
り
手
術

　
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

虚
血
性
心
臓
病
に
つ
い
て
�

虚
血
性
心
臓
病
に
つ
い
て
�

編
集
後
記

編
集
後
記

医
学
雑
学
講
座

医
学
雑
学
講
座

医
学
雑
学
講
座

　
近
年
、
医
学
の
進
歩
に
よ
っ
て
医
療
の
専
門
化
、
細
分
化
傾

向
が
強
く
な
り
、
内
科
だ
け
で
も
臓
器
別
に
診
療
科
が
分
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
一
方
で
一
人
の
患
者
に
対
し
、
よ
り
総
合
的
に
診

療
す
る
必
要
も
生
じ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
目
的
の
た
め
に
総

合
診
療
科
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
病
院
の
総
合
診
療
科
で
は
、
専
門
別
に
分
か
れ
た
内
科
各

診
療
科
と
の
連
携
を
と
り
つ
つ
、
ま
た
、
か
か
り
つ
け
医
の

先
生
方
と
も
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
様
に
対
し
全
人
的
な

診
療
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。�

�

　　
具
体
的
に
は
、
左
記
の
患
者
様
を
対
象
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　�

①
受
診
す
る
診
療
科
の
判
断
に
迷
う
初
診
患
者

�

　
②
疾
患
の
臓
器
を
特
定
で
き
な
い
患
者

�

　
　
（
不
明
熱
・
リ
ン
パ
節
腫
脹
・
頭
痛
・
め
ま
い
・
胸
痛
・

　
　
　
腹
痛
な
ど
）

�

　
③「
高
脂
血
症
」「
高
血
圧
」「
糖
尿
病
」な
ど
の
生
活
習
慣

　
　
　
病
を
有
す
る
患
者

�

　
④
時
間
内
救
急
患
者（
救
急
車
搬
送
）の
対
応
　
及
び
時
間

　
　
　
外
救
急
か
ら
の
即
入
院
患
者
へ
の
対
応（
専
門
診
療
科

　
　
　
へ
の
振
り
分
け
等
）

　�

⑤
脳
梗
塞
急
性
期
の
患
者

澤山泰典

総合診療科医長

外来
火・水曜日午前中

有山　巌

総合診療科医師

外来
月・木曜日午前中

大田黒　滋

総合診療科医師

外来
金曜日午前中

す

病

院
に
ゅ

〜
平
成
十
四
年
四
月
一
日 

開
設

総
合
診
療
科
開
設

総
合
診
療
科
開
設

総
合
診
療
科
開
設

　
当
院
で
は
、
平
成
十
年
四
月
か
ら
日
帰

り
手
術
を
ス
タ
ー
ト
し
、
同
年
十
一
月
、

手
術
室
と
直
結
し
た
６
床
の
「
日
帰
り
手

術
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
、
２
５
０
０
人
以
上
の
方
々
に

「
セ
ン
タ
ー
」
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
体
へ
の
負
担
の
少
な
い
内
視
鏡
下

手
術
や
衝
撃
波
治
療
、
レ
ー
ザ
ー
治
療
な

ど
を
早
く
か
ら
導
入
し
、
そ
の
技
術
を
高

め
て
来
た
成
果
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

米
国
で
は
入
院
医
療
費
が
と
て
も
高
額
な

た
め
、
手
術
の
約
八
割
が
「
日
帰
り
」

で
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
日
本
で
も
、

来
年
度
か
ら
自
己
負
担
金
増
額
が

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

通
常
の
入
院
治
療
に
比
べ
て
、
2

割

か
ら
5

割
も
安
い
「
日
帰
り
手
術
」

は
今
後
ま
す
ま
す
意
義
を
持
つ
治
療

と
考
え
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
、
「
日
帰
り
手
術
」
に

不
安
を
も
た
れ
る
方
が
多
い
よ
う
で

す
が
、
入
院
が
予
定
よ
り
伸
び
た
方

は
、
全
体
の
1

％
以
下
で
す
。
ま
た
、

退
院
後
に
緊
急
入
院
を
さ
れ
た
方
は

0.3
％
し
か
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
。

最
近
は
、
「
日
帰
り
手
術
」
を
体
験

さ
れ
た
方
々
の
ク
チ
コ
ミ
に
よ
っ
て
、

患
者
様
自
身
が
日
帰
り
手
術
を
希
望

さ
れ
る
場
合
も
増
え
て
ま
い
り
ま
し

た
。
仕
事
や
生
活
上
の
理
由
か
ら

手
術
に
踏
み
切
れ
ず
、
辛
い
思
い
を

我
慢
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
人
で
も
、

「
日
帰
り
手
術
」
な
ら
日
常
生
活
の
リ
ズ

ム
を
か
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
院

費
も
安
く
、
仕
事
や
家
庭
に
早
く
復
帰
で

き
ま
す
。

「
日
帰
り
手
術
」
は
、
内
視
鏡
下
手
術
や

衝
撃
波
治
療
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
手
術

に
適
合
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
安
全
第

一
に
、
「
日
帰
り
手
術
」
を
広
げ
、
も
っ

と
多
く
の
患
者
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

外
科
部
長
、
日
帰
り
手
術
セ
ン
タ
ー
長

　
　
　
江
口
　
徹

循
環
器
科
　
弘
永
潔

薬
剤
科

医
療
相
談
室

　
　

北
尾
　
眞
和

　
よ
う
や
く
、
広
報
誌
第
1
号
を
発
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
内
容
、
構
成
な

ど
手
探
り
の
状
態
で
す
が
、
今
後
、
よ
り
一
層
充
実

し
た
誌
面
づ
く
り
に
広
報
委
員
一
同
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。広

報
委
員
会
委
員
長
　
　
原
　
直
彦


